
Eメールの設定
Eメールの設定エラーに対応するためのヘルプ
デスクコールを削減

エンタープライズワイプ
個人のデータに影響を与えることなく、BYOD デ
バイスから企業データやアプリケーションのみを
選択的に削除

アクセス設定
自動的に供給される証明書ベースのVPNやWi-Fi
アクセスにより、詳細な設定をすることなく、シー
ムレスで分かりやすいユーザー体験を提供

パスワード不要
証明書ベース認証でのシングルサインオン 
(SSO) で、ヘルプデスクへの問合わせやユーザー
自身による、複雑なパスワード管理の負担を解消

アプリケーションのプッシュ通知
企業が指定したアプリカタログに基づいたグル
ープポリシーで、アプリケーションをプッシュ配信

モバイル戦略を展開する際、Eメールへの外部からのアクセスが、これといった

セキュリティ対策のないまま増加していませんか？そんな時、本格的なエンター

プライズモビリティ管理 (EMM)プラットフォームを展開しなくても、Pulse Secure に

組み込まれたEMM機能を追加するだけで大丈夫です。iOSおよび Androidデバイ

スのBYOD、モバイルアプリおよびクラウドサービスの利用を促進します。

Pulse Oneにより、IT 管理者はデータセンターおよびクラウドへの企業アクセスを

1つの管理コンソールから制御します。これにより、セキュリティアプライアンスや

それらに接続するモバイルデバイスのポリシーの集中管理を行います。

Pulse Workspace は「個人所有デバイスの持ち込み」(BYOD) を許可するための

安全なコンテナを提供します。企業データと個人データを区別し、企業データの

リモートワイプをサポートし、あらゆるモバイルアプリで使用できるセキュリティを

備えてます。

これらを統合することで、導入および管理が簡単で使い勝手のよい包括的なソリ

ューションを提供します。

解決される課題 概要

単一で使いやすいコンソールで、モビリティとクラウドの
パワーを活用してください。
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企業におけるモビリティの強化は必要なものの、そのために新しいプラットフォームを採用することには抵抗感があるかもしれ

ません。Pulse Secure はクラウドで展開される包括的なソリューションを提供し、すでにご利用いただいているVPNとの統合も

容易です。iOSおよび Android ユーザーを、すでに導入している単一のセキュリティやコンプライアンス基準で管理しながら、

モバイルアプリ、BYODおよびクラウドサービスの使用も可能にします。

Pulse Oneを採用することで、企業はビジネスや運用ニーズに合致したモビリティの拡張と単純化を実現します。

エンタープライズアクセス管理が簡単に

BYOD ワークスペース

ワークスペースの分離により、ユーザーのプライ

バシーは守られ、慣れ親しんだ操作性も損なうこ

となく、個人所有のデバイスを仕事に使えます。

サービスの自動供給

ユーザーのEメール、VPNおよびWi-Fi設定の自

動化により、ヘルプデスクの呼び出し回数を削減

簡単なアクセス

アプリケーションにタッチするだけで証明書ベース

の認証によるSSOへ簡単にアクセスします。

コンテナセキュリティ

すべてのデータの暗号化、アプリケーション間の

制御されたデータ共有、オンデマンドVPN、ポリシ

ーベースのスプリットトンネル、およびエンタープ

ライズワイプを含む、iOSおよびAndroid 向けの

単一セキュリティ

シングルサインオン

Workspace SSOの使用でパスワードが不要。ユ

ーザーはWorkspaceのロックを解除してアプリケ

ーションに触れるだけで、あらゆるモバイルアプ

リにアクセス可能。これにより、パスワードに関す

る問題がなくなり、ヘルプデスク呼び出しの回数

も減少

デバイスの選択

iOSおよびAndroid に対応したデバイスを仕事に

使用することが可能です。

コンプライアンス強化 

ホストチェッキングにより、iOSのジェイルブレイク

（脱獄）および Androidのルーティング設定を確認、

安全対策を確実に実行

アプリケーションの選択

Apple App Store や Google Playにある、企業が

承認済みのアプリケーションへアクセスし、

Microsoft Offi ceやその他の一般的なアプリケー

ションパッケージの使用が可能になります。

アプリの管理

強制的にプッシュまたはオプションでダウンロード

でき、企業アプリのカタログをグループ別に管理

クラウドアクセス

デバイスのホストチェッキングを備えたSSOを使用

することで、企業が定めた基準に適合したデバイ

スを所有する許可されたユーザーだけが、Offi ce 

365、Box、Dropboxなどのクラウドサービスにアク

セス可能

当社へのお問い合わせは、以下をご覧ください。 http://www.pulsesecure.co.jp/contact-us

詳細は以下をご覧ください。 www.pulsesecure.co.jp/workspace/overview
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Pulse Workspaceは個人デバイスを仕事に使用することから、慣れ

親しんだ操作性はそのままで、必要なアプリケーションやサービス

にシームレスにアクセスできます。


